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敗
戦
の
な
か
の
「
僥
倖
」
と
「
勝
利
」	

庄
司
潤
一
郎

　

戦
争
の
終
結
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
「
解
放
」（
ナ
チ
ズ
ム
か
ら
の
解
放
）
か
「
敗
北
（
崩
壊
）」
か
、
日
本
で

は
「
終
戦
」
か
「
敗
戦
」
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
ド
イ
ツ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
自
暴
自
棄
の

狂
気
の
な
か
ベ
ル
リ
ン
陥
落
を
迎
え
た
が
、
日
本
は
、
昭
和
天
皇
の
「
聖
断
」
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
比
べ
戦
争

を
早
期
に
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
土
決
戦
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
一
層
の
日
米
両
国
の
人
的
犠
牲
に
加
え
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
国
土
の
荒

廃
が
生
じ
、
直
接
統
治
を
受
け
、
さ
ら
に
分
断
国
家
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

無
条
件
降
伏
と
い
う
厳
し
い
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
敗
戦
」
と
い
う
軍
事
的
な
敗
北
の
状
況
に
お
い
て

「
終
戦
」
を
迎
え
た
要
因
の
一
つ
は
、
戦
争
目
的
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
自
存
自
衛
」「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
か

ら
、「
国
体
護
持
」
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
は
、「
絶
滅
戦
争
」、
す
な
わ
ち
勝
利

か
破
滅
か
の
戦
い
で
あ
り
、
妥
協
に
よ
る
和
平
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
日
米
両
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
穏
健
派
」
の
存
在
と
、
敵
対
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
米
間
に
存

続
し
た
「
信
頼
関
係
」
の
絆
で
あ
る
。
特
に
、
米
国
に
お
け
る
「
知
日
派
」
と
彼
ら
の
奮
闘
は
、「
敗
戦
の
な
か

の
僥
倖
」（
五
百
旗
頭
真
）と
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
本
土
決
戦
を
め
ぐ
る
日
米
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
日
本
軍
の
本
土
決
戦
準
備
の
状
況
は
不
完
全
で
貧

弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
通
し
て
初
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ
た
天
皇
の
陸
軍
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
信
感
は
、
陸
軍

に
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
を
断
念
さ
せ
る
の
に
、
戦
局
の
悪
化
と
い
う
軍
事
的
理
由
以
上
に
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
し
た
。

　

一
方
、
米
国
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
不
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
陸
作
戦
が
迫
る
に
つ
れ
、
生
じ

得
る
人
的
損
害
が
最
大
の
問
題
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
膨
大
な
残
存
兵
力
と
想
定
さ
れ
た
玉
砕
攻
撃
は
脅
威
で

あ
り
、
硫
黄
島
・
沖
縄
に
お
け
る
日
本
軍
の
抵
抗
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
体
験
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
、
米
国
は
、
軍
事
的
コ
ス
ト
を
懸
念
し
、
無
条
件
降
伏
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
軍
事
史
家
の

ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
リ
ス（John Ferris
）は
、
太
平
洋
の
戦
場
で
米
軍
に
多
大
な
犠
牲
を
強
い
た
日
本
の
戦
力
と
戦
闘
は
、

「
幾
つ
か
の
政
治
的
目
標
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
敗
北
は
あ
る
種
の
勝
利
4

4

で
あ
っ
た
」と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
戦
争
終
結
は
、
困
難
、
犠
牲
、
そ
し
て
「
僥
倖
」
を
と
も
な
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
終
戦
」
と
い
う
特
異
な
戦
争
終
結
の
形
態
に
よ
り
、「
不
完
全
な
」
勝
利
・
解
放
の
問
題
が

戦
後
東
ア
ジ
ア
に
大
き
な
「
遺
産
」
と
し
て
残
り
、
歴
史
認
識
問
題
な
ど
心
理
面
に
お
い
て
現
在
に
ま
で
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。「
屈
辱
」
の
回
復
や
、
暴
力
と
和
解
の
専
門
家
で
あ
る
マ
ー
サ
・
ミ
ノ
ウ
（M

artha M
inow

）
が

指
摘
す
る
「
復
讐
の
衡
平
」
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
戦
争
終
結
は
、
も
ち
ろ
ん
軍
事
的
に
は
「
敗
戦
」
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
「
終
戦
」
で
も
あ
っ
た
所
以

は
こ
こ
に
あ
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
冒
頭
に
お
い
て
、「
日
本
国
ニ
対
シ
テ
今
次
ノ
戦
争
ヲ
終
結
ス
ル（to end this 

w
ar

）ノ
機
会
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ニ
意
見
一
致
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

（
軍
事
史
学
会
副
会
長
）


